事実概要
[bookmark: _GoBack]空手三段の腕前を有する被告人（英国人）は、夜間帰宅途中の路上で、酩酊したＡ女とこれをなだめ、帰宅を促していたＢとが揉み合ううちＡ女が倉庫の鉄製シャッターにぶつかって尻もちをついたのを目撃し、さらに、Ａが「助けて」と叫ぶ声を聞いた。このため、被告人はＢがＡに暴行を加えているものと誤解し、同女を助けるべく両者の間に割って入った上、同女を助け起こそうとし、つづいてＢの方を振り向き両手を差し出して同人の方に近づいたところ、同人がこれを見て防御するため手を握って胸の前辺りにあげたのをボクシングのファインティングポーズのような姿勢をとり自分に殴りかかってくるものと誤信し、自己及びＡ女の身体を防衛しようと考え、とっさにＢの顔面付近に当てるべく空手技である回し蹴りをした。Ｂはその場に転倒し、コンクリートに側頭部をぶつけ、頭蓋骨を骨折し、脳挫傷により、八日後に死亡した。
